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変えなければならないもの         
                                                             校長  田中 太介 

 今月前半に依頼したアンケートについて 42 件の回答をいただきました。ご多用の中、ご協力くださった

保護者の皆様、ありがとうございました。回答を拝見すると、ご心配をおかけしていることや、学校からの

情報発信について改善すべき点などを把握することができました。また、過去の反省を踏まえて工夫・改善

を図った点について評価いただいたことは、本校教職員の励みとなりました。今後、保護者会等の機会を活

用し、疑問点の解消、今後の対応などについて、お伝えしていきたいと考えております。 

 

 その中で、今回のアンケート回答を受け、「働き方改革」について、改めてご理

解をいただくため、教員の勤務実態と現状についてご説明いたします。 

 本校では教職員の勤務時間を原則として 8:10～16:40 と設定し、うち 45 分間

を休憩時間と定めています。一般的な職場では、昼食時間帯を休憩時間に設定し、

外出等も自由に行えることが多いですが、学校は給食指導があるため、その時間

帯に設定することができません。そのため、長期休業中を除き、授業、終学活・清

掃後の 15:40～16:25 を休憩時間としています。 

 右の表は標準的な一日の流れです。緑色の部分は生徒の安全管理や教室移動等

にあたる時間、青色は授業です。授業については教職員の数、持ち時数によって異

なりますが、教員によっては１日当たり１コマ空くかどうかという状況です。空

き時間と言っても、会議や打ち合わせが入る場合があります。当然ながら授業は

教科指導の時間になるため、行事や委員会活動の準備、部活動の練習計画、担任業

務である連絡ノートや学習計画表の点検などは、授業が入らない空き時間に行う

ことになります。また、授業を行うための準備、評価活動の時間も確保しなければ

なりません。さらにトラブル等でけがや物損などが生じた場合には保護者に連絡

を入れ、直接、事情説明等をすることも必要です。物理的に業務量に対して必要な

時間が不足していることは明白であり、改革を進めなければならない理由となっ

ています。 

 部活動については課題が多く、今回は大きく触れませんが、右の表の休憩時間

に重ねての実施、退勤時刻後の実施となっています。労働基準法遵守の観点から

是正が求められる部分で、国や都、区の施策に関わることになっています。 

 大変乱暴な表現になってしまいますが、私が教員になった頃は、教員が倒れて

も、代わりの教員はすぐに見つかる状況でした。しかし、今はひとたび休職者が出ると、代わりの教員が見

つからず、生徒の授業に支障を来します。教員が元気で働ける状況を保つことが、生徒の学習・生活に少な

からず好影響を与えることになります。今年度「杉並全校研究学校事業」の取組として、松ノ木中では「ス

マート松ノ木」プロジェクトと題し、業務の削減、効率化をはじめとする「働き方改革」が進むよう、全教

員で主体的に探究し、考えていくことにしています。持続可能な学校、生徒の学びを進められる学校に向け、

さまざまな変革、試行を行っていく時期に来ていることを、ご理解ください。 

8:10 出勤

8:15 打合せ

8:20 出欠確認

8:25 朝読書

8:35 朝学活

8:40 休み時間

8:45 １校時

9:35 休み時間

9:45 ２校時

10:35 休み時間

10:45 ３校時

11:35 休み時間

11:45 ４校時

12:35 移動

12:40 給食指導

13:05 昼休み(巡回)

13:25 移動

13:30 ５校時

14:20 休み時間

14:30 ６校時

15:20 移動・片付け

15:25 終学活・清掃

15:40 休憩

16:25 勤務 （15分）

16:40 退勤

https://matsunoki-jhs.edumap.jp/


            ５月 30 日土曜日、令和 8 年度体育祭が実施されました。当日は天候にも恵まれ、絶

好のコンディションで行うことができました。今年度は、「松ノ木旋風～風に乗って 翔
はばた

け～」というスローガン

のもと、全力で最後まで走り抜けることができました。また、生徒一人一人がそれぞれの立場で真剣に体育祭に

取り組む姿が見受けられました。個人種目では、運動が苦手な生徒もいる中、「レク種目」に諦めずに取り組んだ

り、松ノ木中記録の更新を目指して短距離走に挑戦したりする姿。学年種目では、真剣勝負を繰り広げ、1 位を

目指す中でも、他クラスを労ったり、励ましたりする姿。全校ダンスでは、学年の垣根を超えて楽しむ姿。そし

て、体育祭実行委員を中心として、主体的に係活動に取り組んだ姿。こうした姿が、多くの人の笑顔につながっ

ていたと思います。この素晴らしい体育祭をつくりあげた経験を自信に変えて、今後の学校生活に活かし、自分

自身、学級、学校をさらに高めていってほしいと思います。 

保護者の皆様には、早朝よりお弁当の準備や運営のお手伝い等ご協力いただき、誠にありがとうございました。

多くの方々のご支援とご声援のおかげで、生徒が無事に体育祭を実施することができました。今後も本校生徒の

ために、ご支援・ご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育祭 



１年生は総合的な学習の時間を使って、SDGｓをテ

ーマに環境学習を進め始めました。 

すぎなみ環境ネットワーク、エシカル協会のサポー

トのもと、学年全体が社

会や環境の課題を自分事として捉えられるようになってきました。調べ学習や話

し合い活動では、一人ひとりが積極的に意見を交わし、友達の考えにも耳を傾けな

がら理解を深める姿が見られました。また、身近な生活とのつながりを考え、自分

たちにできる行動を見つけようとする意欲も高まっています。学習を通して、より

良い未来を創ろうとする主体的な態度が育成されることに期待しています。 

６月９日に、済美教育センターより講師をお迎え

し、理科の特別授業を実施しました。生徒たちは、鉱

物をもとにした実験

を通して、物質の変

化と金属の精錬について学びました。 

 中でも、高温を伴う反応の実演では、目の前で起こる大きな変化に関心を高

める様子が見られました。日頃学習している内容を実際の現象として捉えるこ

とで、理解がより確かなものとなり、とても有意義な授業となりました。 

6 月 11 日には、杉並公会堂にて音楽鑑賞教室を

行いました。オーケストラの演奏を直接体感し、楽

器ごとの響きや

表現の違いに触

れる機会となりました。 

 生徒たちは事前に学んだ鑑賞時のマナーを意識しながら、落ち着いて演奏に

耳を傾けていました。日常とは異なる環境の中で、本格的な音楽に触れた経験

は、豊かな感性を育む貴重な時間となりました。 

 

 

6 月 18 日、総合的な学習の時間に、会社探究に関する出前授業を実施

しました。講師の方からは、職場体験に臨むにあたって大切な心構えや、

当日の具体的なふるまいについて、実体験を交えながら分かりやすくお話

をいただきました。 

 特に、言葉遣いや姿勢、笑顔といった基本的な態度の重要性について学びました。第一印象がその後の関係

づくりに大きく影響することや、相手の立場に立って行動することの大切さについても理解を深めました。講

演のみでなく、ペアでの実践活動も取り入れられ、生徒たちは実際の場面

を想定しながら意識して取り組んでいました。 

 また、仲間同士で意見を出し合いながらよりよい受け答えを考える姿も

見られ、主体的に学ぶ様子が印象的でした。間近に迫った職場体験に向け

て、社会の一員としての自覚を高める有意義な時間となりました。 

第１学年：総合的な学習の時間 

第２学年：体験的に学ぶ理科の授業 

第２学年：音楽に親しむ校外学習 

第２学年：会社探究出前授業 



  

 

6 月 12 日（金）長崎市東京事務所より講師をお招きし、9 月の長崎修学旅行に向け、生徒の理解を深めるこ

とを目的として『ワカランまち長崎は見どころがいっぱい！』と題してご講演いただきました。 

講演では、長崎の地形や特産品に加え、古くから海外との交流の窓口として発展してきた歴史や、その背景の

もとで形成された独自の文化についてご説明いただきました。「九州の醤油がなぜ甘いのか」など異文化が融合

しながら発展してきた長崎の特色について学ぶことで、生徒は新たな視点から地域の魅力を捉えることができま

した。また、1945 年 8 月 9 日に長崎へ投下された原子爆弾にも言及

され、平和について考える機会となりました。クイズや写真・資料を用

いた分かりやすいご講演により、生徒の関心は一層高まりました。 

生徒は事前学習として、長崎の見学地、食文化、歴史等について一人

一項目を調べ、クラス内で発表してきましたが、長崎市に精通されて

いる講師の話を拝聴することで、興味・関心を広げ、理解を一層深める

ことができました。 

 

 

 

 

第３学年：長崎修学旅行に向けて 

 

※ＣＳ（学校運営協議会）が、７月２日（木）１５：４０～予定されています。傍聴も可能ですので、ご希望の方

は、副校長までご一報ください。  

2025

日 曜 行　　　　　　事 日 曜 行　　　　　　事

1 水
堀之内小学校授業体験
　　　　　　　　   職場体験(2)始

16 木 大掃除⑤(体育着登校)・水泳指導(終)

2 木 学校運営協議会 (PTA・支援本部) 17 金
生徒会朝礼　終業式　学年集会
　　　　　　　　　　【給食なし】

3 金 　　　　　　　　 職場体験(2)終 18 土

4 土 19 日

5 日 20 月 海の日

6 月
全校朝礼・安全指導　⑥カット
【教材費引落し】(初回)

21 火 　　夏季休業日(始)　　三者面談(始)

7 火 22 水 　　　　　　　　　　

8 水
小中合同研修会(堀之内小) ⑤カット

学校運営協議会(三校合同) 於:堀小
23 木

9 木 生徒会主催レクリエーション(昼) 24 金

10 金
保護者会(全)　⑥カット
修学旅行説明会(3)

25 土

11 土 26 日

12 日 27 月 　　　　　　　　　　　三者面談(終)

13 月 　　　　　　　　　　

14 火
環境学習講演会【ｴｼｶﾙ協会】(1)
【教材費引落し】(再)

15 水 専門委員会　中央協議会

28
29
30
31

火
水
木
金

７月行事予定



   

